
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１１年２月 

今年もコパカバーナ･パレスにて行われる伝統的なカーニバル･

ボールは、３月５日にオンシンニャス･マジック･ボールとして催

されます。カーニバル･サタデーに行われる今回のボールのコン

セプトは、プロデューサー兼立案者のゼカ･マルケズが１８年前

に考案したものと言われています。彼はそのインスピレーショ

ンを、この国の美しさに魅了されて思いついたと語っています。

「夜明けを迎える頃に、この世で最も美しい動物であるジャガー

が、あたかも華麗なるバレエを踊るかのように美しい身のこなし

で、雄大なブラジルのジャングルへと姿を消していく様をイメー

ジしています。」会場は金と紫のデコレーションで飾られ、様々

な形や素材の豹柄が用いられています。今回のアイディアは、洗

練、豊かさ、華麗さを野生や野趣と統合することです。融合がテ

ーマのこのカーニバルの象徴として、ホテルではブラジルの美し

さを代表するトップモデルのルイーザ･ブルーネットをクイーン

に選びました。 

 

パーティーの中心は、マエストロ･フォルミガのオーケストラをサポートする面々です。今年もま

たエリアーナ･ピットマンが、マルケズと共に書いたボールのオフィシャル･サンバを歌います。ベ

ランダも、コパカバーナの歩道も、ラウンジにもテーブルは並び、陽気なサンバが流れるダンスフ

ロアに変身します。ボールルームには時折リオ･デ･ジャネイロのサンバ･スクールのドラマーやダ

ンサーが登場し、いっそう賑やかに盛り上げます。 

 

今年３年目の参加となるコパカバーナ･パレスの料理長、フランチェスコ･カルリは、豊富な数の前

菜、メイン、デザートのメニューが並ぶビュッフェを準備し、さらにレッド･レーベルのウイスキー

やスパークリングワイン等が揃うドリンクも取りそろえ、全ては料金に含まれています。 



 

 

 

 

ドレスコードは、男性がブラックタイまたは同等のラグジュアリーな服装、女性はイブニングガウ

ンまたは同等のラグジュアリーな服装、とさせていただきます。 

 

ボールについて 

カーニバル中の土曜日（サタデー）に行われるボールには、スタート

当初から著名なゲストが訪れていました。ホテル創業は１９２３年の

８月でしたが、最初のカーニバル･ボールは１９２４年の２月に催され

ました。１９５９年には、ボールに参加したジェーン･マンスフィール

ドのドレスの紐が切れて大騒ぎになり、また１９６４年にはブリジッ

ト･バルドーが注目を集めました。ボールの期間中には、１８０人のミ

ュージシャンが交替で演奏を続けます。審査員にはバルドー、ポルフ

ィリオ･ルビロサ、エルザ･マルティネッリ等が名を連ね、１９６７年

にはジーナ･ロロブリジーダが審査団のリーダーを務めました。 

 

コパカバーナ･パレス･ボールには他にも多数の有名なゲストが訪れ

ています。オーソン･ウェルズ、ジンジャー･ロジャース、メアリー･

ピックフォード、ジョーン･フォンテイン、ロンダ･フレミング、ウォ

ルター･ピジョン、ラナ･ターナー、アン･ミラー、ザ･ザ･ガボール、キ

ム･ノヴァク、ジャネット･リー、ロミー･シュナイダー、ヴェルーシュ

カ、グレン･フォード、エロール･フリン、カーク･ダグラスなどをはじ

め、中にはバイーア州の女性バイアーナの民族衣装をまといボールルームに現れたリタ･ヘイワー

スなどもいました。 

 

ゼカ･マルケズについて 

いくつもの才能に恵まれたアーティスト、ゼカ･マルケズはポルト･アレグレの町に生まれました。

シアター･オブ･イリュージョンを創設したマルケズは、絵画を勉強した後、エリコ･ヴェリッシモの

家にスタジオを設け、そこで初めて自身のスケッチや絵画を展示しました。サンパウロに移り住み、

ロディアの有名な刻印を描いたマルケズはさらにレオン･ヒズマン監督の映画「イパネマの娘」に

俳優としてデビューします。その後パリに移り、装飾家（デコレーター）としての道に専念を始め、

モナコのグレース王妃やエリー･ド･ロッチルド男爵のような名士をクライアントとして抱えていま

した。メキシコに滞在している際には元大統領のミゲル･アレマンの家族のデコレーターを務めた

こともあります。 

 

日本での予約･問い合わせ： 

オリエント･エクスプレス   

フリーダイヤル ００５３１－６５０－５０８（一部のＩＰからはご利用いただけません）



 

 

 

 
オリエント･エクスプレス ( www.orient-express.com ) の名称は、１９８３年に世界で最も贅沢でエ

キサイティングな列車の旅を提供した伝説の豪華列車が起源です。オリエント･エクスプレスは五大

陸、２４カ国で、ホテル、クルーズ、さらなる列車によるラグジュアリーな旅を提供しています。 

同社は１９７６年にイタリア、ベニスの伝説のホテル･チプリアーニを購入時に誕生し、その後ベニス･シ

ンプロン･オリエント･エクスプレスとしてロンドン、パリからベニスまで運行を開始し伝説の豪華列車

の旅を蘇らせました。現在、オリエント･エクスプレスは５０に及ぶビジネスを展開しています。 

所有、または一部所有し運営する４１のホテルは、南アフリカ、ケープタウンのマウント･ネルソン、ブ

ラジル、リオのコパカバーナ･パレス、ロシア、サンクトペテルブルグのグランド･ホテル･ヨーロッパ、

メキシコ、リビエラ･マヤのマローマ･リゾート＆スパなど、世界の名だたるコレクションを所有してい

ます。また、ニューヨークの伝説的なレストラン「２１」、２つのリバークルーズ、６つの観光列車を展

開しています。 

 
オリエント･エクスプレスの詳細は、 www.orient-express.co.jp でご覧いただけます。 

オリエント･エクスプレスに関して 

このプレス･リリースに関するお問い合わせ、資料送付のご希望は、 

オリエント･エクスプレス ＰＲ代理店、ケントス･ネットワークまでご連絡ください。 

TEL： 03-3403-5328 / e-mail： info@kentosnetwork.co.jp 

http://www.kentosnetwork.co.jp 


